




































































































































































































































（prolactin releasing factor; PRF）や甲状腺刺激ホルモン放


























































































































































































































































































































growth factor; PDGF）、血管内皮増殖因子（vascular endo-
thelial growth factor；VEGF）、形質転換成長因子（trans-
forming growth factor; TGF）、神経成長因子（nerve growth 
factor；NGF）などに存在し、シスチンノット成長因子



































































































チン＞ LH ＞ FSH である32。また、エーテル容器に入れ、
意識不明になった後取り出し、部分的に意識を回復した
のち断頭した場合、FSH は有意に上昇している33。






gland（National Institutes of Health；NIH-LH1 S1変換）と
雄のほうが多く、雌では性周期に伴い変動する。
LH は分子量約29,000の糖タンパク質で、TSH, FSH と
－ 15 －
黄体形成ホルモン（LH）分泌促進作用に対する温経湯の効果

















































LH の生物活性は、in vivo 測定方法としては、古くは
排卵誘発と排卵数、その後雄ラット前立腺腹葉の重量増
加をマーカーする前立腺腹葉重量法 . （ventral prostate 
weight assay；VPW）、更に PMS と hCG 処理による黄体
化卵巣を持つ未成熟ラットに投与し、黄体中アスコルビ


























































血中 LH 濃度は、FSH 同様にストレスと麻酔に影響さ
れる。成熟雌ラットを毎日８時間、10日間の緊縛ストレ
スを与えたところ、血中 LH レベルが低下する。この状















ら1.8ng/mL と LH の分泌が抑制されている44。最後野障
害ラットでは、インスリンの静脈投与では６ng/mL から
２ng/mL に LH レベルが低下している45。絶食ストレス
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